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約
一
カ
月
間
に
わ
た
り
、
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
ド
イ
ツ
大
会
が
開
か
れ
、
盛
り

上
が
り
を
み
せ
た
。
日
本
代
表
は
残
念
な
が

ら
予
選
リ
ー
グ
で
敗
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
世

界
の
一
流
選
手
の
プ
レ
ー
に
、
毎
晩
寝
不
足

に
な
っ
た
人
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
▼
近
ご
ろ
、
昆
虫
や
鳥
な
ど
生
物
に

興
味
が
あ
る
わ
が
娘
。
休
日
に
は
、
そ
ん
な

娘
を
連
れ
て
田
ん
ぼ
で
、
お
た
ま
じ
ゃ
く
し

を
と
っ
た
り
、
夜
に
は
ホ
タ
ル
を
見
に
出
か

け
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。「
オ
タ

マ
ジ
ャ
ク
シ
は
、
い
つ
カ
エ
ル
に
な
る
の
？
」

と
娘
に
聞
か
れ
、
家
で
は
ち
ょ
っ
と
し
た
理

科
の
学
習
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
ホ
タ
ル
の

光
に
喜
ぶ
娘
を
見
な
が
ら
、
一
歩
外
に
出
る

だ
け
で
色
ん
な
生
物
を
目
に
す
る
こ
と
の
で

き
る
わ
が
町
の
自
然
環
境
の
す
ば
ら
し
さ
を

感
じ
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
だ
。

（
Ｙ
）

編
集
後
記

人口 17,745 (－13）
男 

8,432 （－14）
女 

9,313 （＋ 1）
世帯数 6,510 （＋ 3）

わたしたちの町

7月1日現在／（　）は前月比

丹波高原につつまれ 人の交流・連携で築く ぬくもりと躍動のあるまち

夏本番！
待ちに待ったプール開きに大はしゃぎ。夏には
やはり、子どもたちのあどけない笑顔がよく似
合います。（写真は和知小学校）

「
オ
ー
ナ
ー
の
皆
さ
ん
の
喜
ぶ
顔
が
何
よ
り
も
励

み
に
な
り
ま
す
」
と
話
す
の
は
、「
黒
豆
学
校
」
の
講

師
・
山
田
元
さ
ん
だ
。

「
黒
豆
学
校
」
は
、
都
市
住
民
と
地
元
農
家
と
の
交

流
や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
産
農

作
物
の
二
次
製
品
加
工
な
ど
を
行
う
「
丹
波
食
彩
の

工
房
」
へ
の
集
客
な
ど
を
目
的
に
、
旧
丹
波
町
で
四

年
前
に
始
ま
っ
た
。（
十
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

今
年
度
の
黒
豆
学
校
に
は
、
町
内
を
は
じ
め
京
都

市
、
大
阪
市
な
ど
か
ら
二
十
八
の
家
族
が
入
校
。
約

七
割
が
二
回
目
、
三
回
目
の
参
加
と
い
う
リ
ピ
ー
タ

ー
だ
。
参
加
者
た
ち
は
区
分
け
さ
れ
た
ほ
場
の
オ
ー

ナ
ー
と
し
て
、
秋
の
収
穫
ま
で
、
間
引
き
や
土
寄
せ
、

除
草
、
害
虫
駆
除
な
ど
の
農
作
業
に
取
り
組
み
、
収

穫
後
は
、
獲
れ
た
黒
大
豆
を
使
っ
た
み
そ
作
り
や
豆

腐
作
り
な
ど
を
体
験
し
て
い
く
。

山
田
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
人
生
は
ま
さ
に
農
業

一
筋
。
黒
大
豆
栽
培
歴
も
十
八
年
の
経
験
を
持
つ
。

こ
う
し
た
豊
か
な
経
験
と
食
彩
の
工
房
近
く
に
、
ほ

場
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
昨
年
度

か
ら
黒
豆
学
校
の
講
師
を
務
め
て
い
る
。

「
町
内
に
は
黒
豆
作
り
の
名
人
が
た
く
さ
ん
い
ら

っ
し
ゃ
る
中
、
わ
た
し
が
栽
培
指
導
を
す
る
の
は
、

大
そ
れ
た
こ
と
で
す
が
」
と
謙
虚
に
話
す
山
田
さ
ん
。

「
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
良
い
黒
豆
を
栽
培
で
き
る
よ

う
に
お
手
伝
い
す
る
の
が
わ
た
し
の
役
目
。
自
分
の

力
で
丹
精
込
め
て
育
て
た
作
物
を
食
す
る
よ
ろ
こ
び

や
、
農
業
の
す
ば
ら
し
さ
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
い
た

い
で
す
ね
」
と
穏
や
か
な
表
情
で
話
し
て
く
れ
た
。

地
元
の
人
や
黒
豆
学
校
の
参
加
者
か
ら
は
「
ガ
ン
さ

ん
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
山
田
さ
ん
の
親
切

で
、
て
い
ね
い
な
指
導
ぶ
り
は
参
加
者
に
も
大
人
気

だ
。「

京
丹
波
町
は
黒
豆
の
名
産
地
。
と
に
か
く
オ
ー

ナ
ー
の
皆
さ
ん
に
、
存
分
に
黒
豆
作
り
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
輪
を
広
げ
、
都
会
に
住

む
人
た
ち
に
『
黒
豆
の
ま
ち
・
京
丹
波
町
』
を
発
信

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
山
田
さ
ん
。「
黒
豆
学
校

を
通
じ
て
、
ま
ち
の
活
性
化
の
お
役
に
立
て
れ
ば
」

と
、
順
調
に
育
っ
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
た
ち
の
苗
に
、

あ
た
た
か
い
ま
な
ざ
し
を
向
け
な
が
ら
話
を
締
め
く

く
っ
た
。

黒豆学校を通じて
京丹波のすばらしさ伝えたい
黒豆学校・講師 山田 元さん（６９歳）　高岡
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旧
三
町
で
総
額
96
億
円

特
集

平
成
１７
年
度
ま
ち
の
決
算
（
合
併
ま
で
の
決
算
）

旧
丹
波
町
・
旧
瑞
穂
町
・
旧
和
知
町
の
平
成
十
七
年
度（
四
月
一
日
―
十
月
十
日
）の
決
算
が
ま
と
ま
り
、六
月
の
議
会
定
例
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
総
額
は
、旧
三
町
で
総
額
九
六
億
二
、三
五
八
万
円（
一
万
円
未
満
四
捨
五
入
、以
下
同
じ
、財
産
区
会
計
除
く
）。

内
訳
は
、一
般
会
計
が
五
七
億
七
、二
九
九
万
円（
旧
丹
波
町
二
三
億
五
、七
一
〇
万
円
、旧
瑞
穂
町
一
八
億
七
、三
三
二
万
円
、旧
和
知
町
一
五
億
四
、二
五
七
万
円
）、

特
別
会
計
が
三
八
億
五
、〇
五
九
万
円（
旧
丹
波
町
一
四
億
九
、七
一
七
万
円
、旧
瑞
穂
町
一
三
億
三
、二
三
六
万
円
、旧
和
知
町
一
〇
億
二
、一
〇
六
万
円
）と
な
り
ま
し
た
。

総
務
費

全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
、
財
政
、
財
産

管
理
な
ど
に
要
す
る
経
費
で
す
。
合
併
準
備
経

費
や
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
の
保
守
管
理
、
京
都

丹
波
高
原
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
、
五
十
周
年
記
念
事

業
（
旧
丹
波
町
・
旧
和
知
町
）
な
ど
に
支
出
し

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
は
「
一
般
会
計
主
な
使
い

み
ち
」
の
と
お
り
で
す
。

民
生
費

住
民
の
福
祉
に
関
係
す
る
経
費
で
す
。
老
人

医
療
や
障
害
者
医
療
、
母
子
・
乳
幼
児
医
療
の

給
付
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
や
障
害
者
の
自
立

支
援
、
保
育
所
の
管
理
運
営
な
ど
に
支
出
し
ま

し
た
。

衛
生
費

住
民
が
健
康
で
、
衛
生
的
な
生
活
環
境
を
保

つ
た
め
の
経
費
で
す
。
南
丹
病
院
組
合
や
船
井

郡
衛
生
管
理
組
合
の
負
担
金
、
各
種
健
（
検
）

診
事
業
な
ど
に
支
出
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
業
費

農
林
水
産
業
の
振
興
に
要
す
る
経
費
で
す
。

支
出
内
容
は
、「
一
般
会
計
主
な
使
い
み
ち
」
の

と
お
り
で
す
。

総
合
的
な
農
林
業
振
興
、
特
産
品
振
興
、
有

害
鳥
獣
駆
除
対
策
な
ど
に
支
出
し
た
ほ
か
、
旧

丹
波
町
は
丹
波
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
の
運
営
補

助
（
二
五
五
万
円
）、
旧
瑞
穂
町
は
水
田
農
業
構

造
改
革
対
策
助
成
事
業
（
一
三
五
万
円
）、
旧
和

知
町
は
、
道
の
駅
「
和
」・
わ
ち
山
野
草
の
森
の

管
理
委
託
（
一
、
六
五
〇
万
円
）
な
ど
に
支
出

し
ま
し
た
。

商
工
費

商
工
業
や
観
光
振
興
に
関
す
る
経
費
で
す
。

旧
丹
波
町
は
小
規
模
事
業
者
指
導
補
助
（
三
二

〇
万
円
）、
旧
瑞
穂
町
は
小
規
模
事
業
経
営
支

援
（
五
〇
〇
万
円
）、
質
志
鐘
乳
洞
公
園
管
理
運

営
委
託
料
（
六
〇
八
万
円
）、
旧
和
知
町
は
商
工

会
育
成
事
業
補
助
（
五
五
〇
万
円
）
を
支
出
し

ま
し
た
。

土
木
費

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
河
川
、
住
宅
な
ど
に
関

す
る
経
費
で
す
。
道
路
改
良
工
事
に
支
出
し
た

ほ
か
、
旧
丹
波
町
は
都
市
公
園
整
備
に
か
か
る

用
地
等
購
入
、
旧
瑞
穂
町
・
旧
和
知
町
は
町
営

住
宅
の
建
築
な
ど
に
支
出
し
ま
し
た
。

教
育
費

教
育
委
員
会
、
小
中
学
校
、
社
会
教
育
な
ど
、

教
育
に
関
す
る
経
費
で
す
。
小
中
学
校
の
管
理

運
営
、
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
な
ど
に
支

出
し
ま
し
た
。

そ
の
他

議
会
の
運
営
（
議
会
費
）、
災
害
で
破
損
・
崩

壊
し
た
農
業
用
施
設
や
農
地
、
道
路
・
河
川
の

復
旧
（
災
害
復
旧
費
）、
消
防
団
の
運
営
や
消
防

施
設
の
管
理
（
消
防
費
）
な
ど
に
支
出
し
ま
し

た
。

一
般
会
計 

﹇
歳
出
﹈

特別会計決算額
 会　　　計 金額（千円）
国民健康保険事業 ３億５，２０３万円
老人保健 ４億 ９１０万円
介護保険事業 ２億４，９３８万円
下水道事業 １億７，１９６万円
土地取得 ０円
育英資金給付事業 ２６万円
丹波町・瑞穂町水道事業組合会計 ３億 ７１４万円
　丹波町・瑞穂町水道事業組合特別会計 ７３０万円
合　　計 １４億９，７１７万円

一般会計主な使いみち（旧丹波町）
総務費
　○合併５０周年記念事業　　　 　５２９万円
　○合併推進費（庁舎改修）　　　 ７９３万円
民生費
　○施設入所給付費　　　　　 ２，３３９万円
　○老人医療給付　　　　　　　　 ６８０万円
　○ホームヘルプサービス給付費　 ７６６万円
衛生費
　○検査検診委託料　　　　　 １，９７７万円
　○丹波町・瑞穂町水道事業 組合負担金 ５，２０３万円
農林水産業費
　○家畜ふん尿処理施設整備　 ４，２３６万円
　○丹波食彩の工房運営費　　 ３，５５１万円
土木費
　○ダム関連対策事業負担金　 ３，０５０万円
　○都市公園整備事業（須知・用地等購入費）
　　　 　９，７８１万円
教育費
　○中学校通学バス補助金　　　　 ２１８万円
　○スクールバス運行委託料　　 　３７５万円

歳出総額
２３億

５，７１０万円

総務費
6億2,870万円
26.7％

衛生費
3億773万円
13.0％

民生費
2億9,856万円
12.7％

農林水産業費
1億7,478万円
7.4％

その他
1億8,080万円　7.6％
　・議会費 4,369万円
　・商工費 831万円
　・災害復旧費 1億2,744万円
　・諸支出金 136万円

土木費
1億7,204万円
7.3％

消防費
1億311万円
4.4％

教育費
1億5,525万円
6.6％

公債費
3億3,613万円
14.3％

特別会計決算額
 会　　　計 金額（千円）
国民健康保険事業 ２億 ３万円
和知診療所 １億７，８５０万円
和知歯科診療所 ３，７７５万円
簡易水道維持管理 １億４，６２６万円
老人保健 ２億３，１１９万円
介護保険 １億７，０３０万円
農業集落排水事業 ３，７４１万円
町営バス運行事業 １，７１７万円
土地取得 １４１万円
宅地等開発事業 １０４万円
合　　計 １０億２，１０６万円

一般会計主な使いみち（旧和知町）
総務費
　○町制５０周年記念事業　　　　 １１９万円
　○合併推進費（合併準備経費）　 ４１８万円
　○仏主水車小屋新築工事　　　 　４７１万円
民生費
　○施設訓練等支援費　　　　 １，４５０万円
　○母子・乳幼児医療給付費　　　 ３９６万円
衛生費
　○健康診査事業　　　　　　 １，３６０万円
農林水産業費
　○農林業体験公園施設建築工事（大迫） ３，５１３万円
　○フォレストコミュニティ 林道峰線開設工事（才原）
 ６，５１６万円
　○道の駅・山野草の森 管理委託料 　１，６５０万円
土木費
　○道路改良工事（大迫上乙見線ほか）　　４，４５１万円
　○特定公共賃貸住宅建設工事（木ノ上団地）
 　　　１億１，３８２万円
教育費
　○小学校特別教室改修工事　　　　 ６１万円
　○要保護・準要保護就学援助費　　 ６９万円

歳出総額
１５億

４，２５７万円

総務費
1億
6,430万円
10.6％

衛生費
9,335万円
6.1％

民生費
1億6,354万円
10.6％

農林水産業費
1億9,735万円
12.8％

その他　
2億4,491万円　15.8％
　・議会費 2,980万円
　・商工費 915万円
　・災害復旧費 2億596万円
　

土木費
2億801万円
13.5％

消防費
5,406万円　
3.5％

教育費
8,152万円
5.3％

公債費
3億3,553万円
21.8％

特別会計決算額
 会　　　計 金額（千円）
国民健康保険（事業勘定） ２億１，２７０万円
国民健康保険（直営施設[質美診療所]勘定） １，１７５万円
老人保健 ３億１，０２０万円
町営バス運行事業 ２，３０４万円
介護保険事業 １億５，８９２万円
農業集落排水事業 ９，６３５円
特定環境保全公共下水道事業 １億２，６９２万円
瑞穂病院事業 ３億９，２４８万円
合　　計 １３億３，２３６万円

一般会計主な使いみち（旧瑞穂町）
総務費
　○グリーンランドみずほ管理運営委託料
　　　　　 ２，５００万円
　○合併推進費（合併準備経費）　 ４２５万円
　○旧ＪＡ三ノ宮倉庫改修工事　　 １３７万円
民生費
　○障害者支援費　　　　　 １，８３１万円
　○すこやか子育て医療費給付金　 ５１２万円
衛生費
　○瑞穂病院事業会計運営補助金 １億１，５２８万円
　○丹波町・瑞穂町水道事業組合負担金
　　　　　　 　３，７６７万円
農林水産業費
　○集落道改良工事（水原廻り町線） ２，９５３万円
　○農村情報施設（ＣＡＴＶ）管理費　 １，６４８万円
土木費
　○町営住宅建築工事（三ノ宮団地） ６，９５７万円
教育費
　○小学校施設改修工事（桧山小、三ノ宮小）
　　　　 ５０９万円

 

一般会計歳出目的別内訳一般会計歳出目的別内訳

一般会計歳出目的別内訳

歳出総額
１８億

７，３３２万円

総務費
2億4,877万円
13.3％

衛生費
2億4,940万円
13.3％

民生費
2億7,952万円
14.9％

農林水産業費
2億3,330万円
12.4％

その他　
1億9,245万円　10.3％
　・議会費 3,728万円
　・労働費 133万円
　・商工費 1,434万円
　・災害復旧費 1億3,950万円

土木費
2億
1,361万円
11.4％

消防費
5,987万円
3.2％

教育費
1億4,165万円
7.6％

公債費
2億5,475万円
13.6％

都市公園建設用地（須知地内）

農林業体験公園施設（大迫地内） 町営住宅の建築（三ノ宮団地）
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4KYOTAMBA TOWN◆5

旧
三
町
で
総
額
96
億
円

特
集

平
成
１７
年
度
ま
ち
の
決
算
（
合
併
ま
で
の
決
算
）

旧
丹
波
町
・
旧
瑞
穂
町
・
旧
和
知
町
の
平
成
十
七
年
度（
四
月
一
日
―
十
月
十
日
）の
決
算
が
ま
と
ま
り
、六
月
の
議
会
定
例
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
総
額
は
、旧
三
町
で
総
額
九
六
億
二
、三
五
八
万
円（
一
万
円
未
満
四
捨
五
入
、以
下
同
じ
、財
産
区
会
計
除
く
）。

内
訳
は
、一
般
会
計
が
五
七
億
七
、二
九
九
万
円（
旧
丹
波
町
二
三
億
五
、七
一
〇
万
円
、旧
瑞
穂
町
一
八
億
七
、三
三
二
万
円
、旧
和
知
町
一
五
億
四
、二
五
七
万
円
）、

特
別
会
計
が
三
八
億
五
、〇
五
九
万
円（
旧
丹
波
町
一
四
億
九
、七
一
七
万
円
、旧
瑞
穂
町
一
三
億
三
、二
三
六
万
円
、旧
和
知
町
一
〇
億
二
、一
〇
六
万
円
）と
な
り
ま
し
た
。

総
務
費

全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
、
財
政
、
財
産

管
理
な
ど
に
要
す
る
経
費
で
す
。
合
併
準
備
経

費
や
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
の
保
守
管
理
、
京
都

丹
波
高
原
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
、
五
十
周
年
記
念
事

業
（
旧
丹
波
町
・
旧
和
知
町
）
な
ど
に
支
出
し

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
は
「
一
般
会
計
主
な
使
い

み
ち
」
の
と
お
り
で
す
。

民
生
費

住
民
の
福
祉
に
関
係
す
る
経
費
で
す
。
老
人

医
療
や
障
害
者
医
療
、
母
子
・
乳
幼
児
医
療
の

給
付
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
や
障
害
者
の
自
立

支
援
、
保
育
所
の
管
理
運
営
な
ど
に
支
出
し
ま

し
た
。

衛
生
費

住
民
が
健
康
で
、
衛
生
的
な
生
活
環
境
を
保

つ
た
め
の
経
費
で
す
。
南
丹
病
院
組
合
や
船
井

郡
衛
生
管
理
組
合
の
負
担
金
、
各
種
健
（
検
）

診
事
業
な
ど
に
支
出
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
業
費

農
林
水
産
業
の
振
興
に
要
す
る
経
費
で
す
。

支
出
内
容
は
、「
一
般
会
計
主
な
使
い
み
ち
」
の

と
お
り
で
す
。

総
合
的
な
農
林
業
振
興
、
特
産
品
振
興
、
有

害
鳥
獣
駆
除
対
策
な
ど
に
支
出
し
た
ほ
か
、
旧

丹
波
町
は
丹
波
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
の
運
営
補

助
（
二
五
五
万
円
）、
旧
瑞
穂
町
は
水
田
農
業
構

造
改
革
対
策
助
成
事
業
（
一
三
五
万
円
）、
旧
和

知
町
は
、
道
の
駅
「
和
」・
わ
ち
山
野
草
の
森
の

管
理
委
託
（
一
、
六
五
〇
万
円
）
な
ど
に
支
出

し
ま
し
た
。

商
工
費

商
工
業
や
観
光
振
興
に
関
す
る
経
費
で
す
。

旧
丹
波
町
は
小
規
模
事
業
者
指
導
補
助
（
三
二

〇
万
円
）、
旧
瑞
穂
町
は
小
規
模
事
業
経
営
支

援
（
五
〇
〇
万
円
）、
質
志
鐘
乳
洞
公
園
管
理
運

営
委
託
料
（
六
〇
八
万
円
）、
旧
和
知
町
は
商
工

会
育
成
事
業
補
助
（
五
五
〇
万
円
）
を
支
出
し

ま
し
た
。

土
木
費

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
河
川
、
住
宅
な
ど
に
関

す
る
経
費
で
す
。
道
路
改
良
工
事
に
支
出
し
た

ほ
か
、
旧
丹
波
町
は
都
市
公
園
整
備
に
か
か
る

用
地
等
購
入
、
旧
瑞
穂
町
・
旧
和
知
町
は
町
営

住
宅
の
建
築
な
ど
に
支
出
し
ま
し
た
。

教
育
費

教
育
委
員
会
、
小
中
学
校
、
社
会
教
育
な
ど
、

教
育
に
関
す
る
経
費
で
す
。
小
中
学
校
の
管
理

運
営
、
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
な
ど
に
支

出
し
ま
し
た
。

そ
の
他

議
会
の
運
営
（
議
会
費
）、
災
害
で
破
損
・
崩

壊
し
た
農
業
用
施
設
や
農
地
、
道
路
・
河
川
の

復
旧
（
災
害
復
旧
費
）、
消
防
団
の
運
営
や
消
防

施
設
の
管
理
（
消
防
費
）
な
ど
に
支
出
し
ま
し

た
。

一
般
会
計 

﹇
歳
出
﹈

特別会計決算額
 会　　　計 金額（千円）
国民健康保険事業 ３億５，２０３万円
老人保健 ４億 ９１０万円
介護保険事業 ２億４，９３８万円
下水道事業 １億７，１９６万円
土地取得 ０円
育英資金給付事業 ２６万円
丹波町・瑞穂町水道事業組合会計 ３億 ７１４万円
　丹波町・瑞穂町水道事業組合特別会計 ７３０万円
合　　計 １４億９，７１７万円

一般会計主な使いみち（旧丹波町）
総務費
　○合併５０周年記念事業　　　 　５２９万円
　○合併推進費（庁舎改修）　　　 ７９３万円
民生費
　○施設入所給付費　　　　　 ２，３３９万円
　○老人医療給付　　　　　　　　 ６８０万円
　○ホームヘルプサービス給付費　 ７６６万円
衛生費
　○検査検診委託料　　　　　 １，９７７万円
　○丹波町・瑞穂町水道事業 組合負担金 ５，２０３万円
農林水産業費
　○家畜ふん尿処理施設整備　 ４，２３６万円
　○丹波食彩の工房運営費　　 ３，５５１万円
土木費
　○ダム関連対策事業負担金　 ３，０５０万円
　○都市公園整備事業（須知・用地等購入費）
　　　 　９，７８１万円
教育費
　○中学校通学バス補助金　　　　 ２１８万円
　○スクールバス運行委託料　　 　３７５万円

歳出総額
２３億

５，７１０万円

総務費
6億2,870万円
26.7％

衛生費
3億773万円
13.0％

民生費
2億9,856万円
12.7％

農林水産業費
1億7,478万円
7.4％

その他
1億8,080万円　7.6％
　・議会費 4,369万円
　・商工費 831万円
　・災害復旧費 1億2,744万円
　・諸支出金 136万円

土木費
1億7,204万円
7.3％

消防費
1億311万円
4.4％

教育費
1億5,525万円
6.6％

公債費
3億3,613万円
14.3％

特別会計決算額
 会　　　計 金額（千円）
国民健康保険事業 ２億 ３万円
和知診療所 １億７，８５０万円
和知歯科診療所 ３，７７５万円
簡易水道維持管理 １億４，６２６万円
老人保健 ２億３，１１９万円
介護保険 １億７，０３０万円
農業集落排水事業 ３，７４１万円
町営バス運行事業 １，７１７万円
土地取得 １４１万円
宅地等開発事業 １０４万円
合　　計 １０億２，１０６万円

一般会計主な使いみち（旧和知町）
総務費
　○町制５０周年記念事業　　　　 １１９万円
　○合併推進費（合併準備経費）　 ４１８万円
　○仏主水車小屋新築工事　　　 　４７１万円
民生費
　○施設訓練等支援費　　　　 １，４５０万円
　○母子・乳幼児医療給付費　　　 ３９６万円
衛生費
　○健康診査事業　　　　　　 １，３６０万円
農林水産業費
　○農林業体験公園施設建築工事（大迫） ３，５１３万円
　○フォレストコミュニティ 林道峰線開設工事（才原）
 ６，５１６万円
　○道の駅・山野草の森 管理委託料 　１，６５０万円
土木費
　○道路改良工事（大迫上乙見線ほか）　　４，４５１万円
　○特定公共賃貸住宅建設工事（木ノ上団地）
 　　　１億１，３８２万円
教育費
　○小学校特別教室改修工事　　　　 ６１万円
　○要保護・準要保護就学援助費　　 ６９万円

歳出総額
１５億

４，２５７万円

総務費
1億
6,430万円
10.6％

衛生費
9,335万円
6.1％

民生費
1億6,354万円
10.6％

農林水産業費
1億9,735万円
12.8％

その他　
2億4,491万円　15.8％
　・議会費 2,980万円
　・商工費 915万円
　・災害復旧費 2億596万円
　

土木費
2億801万円
13.5％

消防費
5,406万円　
3.5％

教育費
8,152万円
5.3％

公債費
3億3,553万円
21.8％

特別会計決算額
 会　　　計 金額（千円）
国民健康保険（事業勘定） ２億１，２７０万円
国民健康保険（直営施設[質美診療所]勘定） １，１７５万円
老人保健 ３億１，０２０万円
町営バス運行事業 ２，３０４万円
介護保険事業 １億５，８９２万円
農業集落排水事業 ９，６３５円
特定環境保全公共下水道事業 １億２，６９２万円
瑞穂病院事業 ３億９，２４８万円
合　　計 １３億３，２３６万円

一般会計主な使いみち（旧瑞穂町）
総務費
　○グリーンランドみずほ管理運営委託料
　　　　　 ２，５００万円
　○合併推進費（合併準備経費）　 ４２５万円
　○旧ＪＡ三ノ宮倉庫改修工事　　 １３７万円
民生費
　○障害者支援費　　　　　 １，８３１万円
　○すこやか子育て医療費給付金　 ５１２万円
衛生費
　○瑞穂病院事業会計運営補助金 １億１，５２８万円
　○丹波町・瑞穂町水道事業組合負担金
　　　　　　 　３，７６７万円
農林水産業費
　○集落道改良工事（水原廻り町線） ２，９５３万円
　○農村情報施設（ＣＡＴＶ）管理費　 １，６４８万円
土木費
　○町営住宅建築工事（三ノ宮団地） ６，９５７万円
教育費
　○小学校施設改修工事（桧山小、三ノ宮小）
　　　　 ５０９万円

 

一般会計歳出目的別内訳一般会計歳出目的別内訳

一般会計歳出目的別内訳

歳出総額
１８億

７，３３２万円

総務費
2億4,877万円
13.3％

衛生費
2億4,940万円
13.3％

民生費
2億7,952万円
14.9％

農林水産業費
2億3,330万円
12.4％

その他　
1億9,245万円　10.3％
　・議会費 3,728万円
　・労働費 133万円
　・商工費 1,434万円
　・災害復旧費 1億3,950万円

土木費
2億
1,361万円
11.4％

消防費
5,987万円
3.2％

教育費
1億4,165万円
7.6％

公債費
2億5,475万円
13.6％

都市公園建設用地（須知地内）

農林業体験公園施設（大迫地内） 町営住宅の建築（三ノ宮団地）
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オーストラリア・ホークスベリー市オーストラリア・ホークスベリー市
留学生５人がホームステイ留学生５人がホームステイ

5月6日に来日し、京丹波町でホームステイをしていた姉妹都市オーストラリア・ホークスベリー市の留学生5人
（男性3人、女性2人）が6月9日、35日間の留学生活を終え、それぞれの思い出を胸にオーストラリアへ帰国しました。

滞在中、日本文化や京丹波町の自然に触れ、学校生活では仲間との友情を育んだ留学生たち。
ホストファミリーとのきずなも深まり、涙で言葉にならない別れでした。

　留学生とホストファミ
リーが、グラウンドゴル
フでゆったりと楽しいひ
とときを過ごしました。
（５月２１日、グリーンラン
ドみずほ）

６月８日、町中央公民館で行わ
れた送別会。お世話になった
ホストファミリーに感謝を込
めて、留学生から花束が手渡
されました。

新宮寺（豊田）で茶道を体験
する留学生たち。慣れない正
座に苦戦しながらも、お茶の
たて方や飲み方など作法を
学びました。（５月１８日）

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
☆
留
学
生
☆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

保
ヶ
部
英
一
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー

（
下
大
久
保
）　

サ
ム
は
、
と
て
も
素
直
で
、
田
植
え
を
手
伝

っ
て
く
れ
た
り
、
地
区
の
運
動
会
に
い
っ
し

ょ
に
参
加
し
て
く
れ
た
り
し
て
、
家
族
の
一

員
と
し
て
過
ご
し
て
く
れ
た
こ
と
が
う
れ
し

か
っ
た
で
す
ね
。

今
回
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
家
族
一
同
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ

た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

留
学
生
／
サ
ム
・
マ
レ
ン
さ
ん

日
本
で
す
ば
ら
し
い
時
間
を
過
ご
せ
た
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
山
和
樹
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー

（
水
原
）　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
初
め
て
の
経
験
で
、

食
事
が
一
番
心
配
で
し
た
が
ジ
ョ
ー
ダ
ン
は

何
で
も
食
べ
て
く
れ
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
。

毎
日
、
辞
書
を
手
に
し
な
が
ら
の
会
話
で

し
た
が
、
お
互
い
に
分
か
ら
な
い
言
葉
を
英

和
辞
典
な
ど
で
教
え
合
っ
た
り
す
る
中
で
、

ふ
れ
あ
い
も
徐
々
に
深
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

楽
し
く
三
十
五
日
間
過
ご
せ
た
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

留
学
生
／
ジ
ョ
ー
ダ
ン
・
チ
ャ
ン
さ
ん

わ
た
し
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
西
山
さ
ん

ご
一
家
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

と
て
も
た
の
し
い
ご
家
族
で
し
た
。
ま
た
滞

在
中
に
お
世
話
に
な
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に

感
謝
し
ま
す
。

越
浦
勝
司
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー

（
市
場
）　

旧
和
知
町
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
留
学

生
を
受
け
入
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
今
回
で
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
二
回
目
の
経
験
で
し
た
。

セ
ー
ラ
は
わ
た
し
た
ち
と
自
然
体
で
接
し

て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
と
く
に
あ
れ
こ
れ
心

配
す
る
こ
と
も
な
く
、
わ
た
し
た
ち
も
普
段

ど
お
り
自
然
体
で
彼
女
と
接
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
セ
ー
ラ
と
共
に
家
族
一
同
ゆ
っ

く
り
と
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

留
学
生
／
セ
ー
ラ
・
ウ
ィ
ラ
ー
ド
さ
ん

和
知
中
学
校
の
皆
さ
ん
、
と
て
も
や
さ
し

く
、
親
切
に
接
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い

ま
す
。
越
浦
さ
ん
一
家
と
お
別
れ
す
る
の
は

と
て
も
さ
び
し
い
で
す
が
、
ま
た
い
つ
か
来

日
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

細
見
和
浩
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー

（
上
大
久
保
）　

食
事
に
関
し
て
は
、
や
は
り
、
文
化
の
違
い

を
感
じ
、
コ
メ
中
心
の
日
本
食
を
理
解
し
て

も
ら
う
の
が
大
変
で
し
た
が
、
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
の
一
カ
月
間
で
、
毎

日
が
充
実
し
て
い
た
な
あ
と
い
う
の
が
今
の

気
持
ち
で
す
。
家
族
一
同
、
笑
顔
の
絶
え
な
い

毎
日
を
過
ご
せ
た
こ
と
、
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

留
学
生
／
テ
ィ
モ
シ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
さ
ん

滞
在
中
、
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
が
で
き
ま

し
た
。
問
題
が
あ
っ
た
と
き
、
い
つ
も
助
け
て

く
れ
た
細
見
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
最
高
の
家
庭
で

お
世
話
に
な
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

田
中
三
治
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー

（
蒲
生
）　

昨
年
、
娘
が
ホ
ー
ク
ス
ベ
リ
ー
に
留
学
し
、

今
回
わ
た
し
が
受
け
入
れ
た
エ
メ
ラ
ル
ド
の

家
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
関
係

で
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

娘
と
エ
メ
ラ
ル
ド
は
年
齢
が
近
い
こ
と
も

あ
り
、
毎
日
が
修
学
旅
行
気
分
だ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
て
も
に
ぎ
や
か
な

毎
日
で
、
楽
し
い
時
間
で
し
た
。

留
学
生
／
エ
メ
ラ
ル
ド
・
ト
マ
ス
さ
ん

お
世
話
に
な
っ
た
田
中
さ
ん
ご
一
家
に
は

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
友
だ
ち
も
た
く

さ
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
友
情
が
い
つ
ま
で

も
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

オーストラリア・ホークスベリー市
留学生５人がホームステイ
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﹇
第
２
回
﹈

協
働
の

ま
ち
づ
く
り

「
協
働
」
と
は

こ
れ
ま
で
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
」
は
行

政
が
提
供
す
る
領
域
と
一
般
的
に
考
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
し
、
人
び
と
の
生
活

が
豊
か
に
な
り
、
多
様
化
・
高
度
化
す

る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
行

政
が
行
う
公
共
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
し
て

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
前
回
（
六
月
十
五
日
発
行
、

広
報
京
丹
波
第
八
号
）
で
も
述
べ
た
と

お
り
、
一
定
の
経
済
成
長
を
経
て
社
会

全
体
が
成
熟
化
し
、
一
方
で
、
少
子
・

高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
伴
い
、
地
域
課

題
が
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
る
現
在

に
お
い
て
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
直
面

し
て
い
る
今
の
多
く
の
自
治
体
が
、
こ

れ
ら
の
課
題
す
べ
て
に
対
応
し
て
い
く

の
は
事
実
上
不
可
能
と
い
わ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
近
年
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
地
域
の
実
情
や
住
民
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た

め
、
全
国
的
に
も
相
当
数
の
自
治
体
に

お
い
て
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
協
働
」
と
は
、
住
民
と
行
政
と
が
、

協
力
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。
つ
ま
り
、「
公
共
＝
行

政
」
で
は
な
く
、「
公
共
」
の
分
野
に

住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
、
企
業
な
ど
地
域
を
構
成
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
関
わ
り
、
共
に

力
を
合
わ
せ
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て

い
く
こ
と
が
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

な
の
で
す
。

新
し
い
公
共
空
間

京
丹
波
町
内
に
お
い
て
も
、
す
で
に

「
協
働
の
形
」
は
存
在
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
福
祉
の
分
野
に
お
い
て
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
が
積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
、

「
公
共
」
の
分
野
を
担
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
福
祉
の
向
上
と
い
う
共

通
の
課
題
に
対
し
て
行
政
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
が
互
い
に
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
分
担

し
、
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と

い
う
「
新
し
い
公
共
空
間
」
が
形
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
「
協
働
の
形
」
を
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
実
践
し
、「
新
し
い
公

共
空
間
」
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が
「
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
が
、
住
民
と
行
政
と
が
地
域
課

題
に
つ
い
て
共
に
考
え
、
解
決
に
向
け

て
共
に
行
動
す
る
「
住
民
自
治
」
に
と

っ
て
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

「
シ
リ
ー
ズ
・
地
域
自
治
の
ス
ス
メ
」
で
は
、「
地
域

自
治
」
に
よ
る
、住
民
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す

前
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、地
方
分
権
が
進
む

中
、全
国
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る
「
住
民
自

治
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
と
は
ど
う
い
う
こ
と

で
、今
、な
ぜ
必
要
な
の
か
に
つ
い
て
考
え
、「
住

民
自
治
」
を
推
進
す
る
う
え
で
、「
住
民
参
加
」

と
「
協
働
」
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

で
は
、「
住
民
と
行
政
と
が
協
働
し
て
ま
ち

づ
く
り
を
行
う
」
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と

な
の
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、住
民
自
治
を
推
進
す
る
う
え
で
必

要
な
要
素
と
い
わ
れ
る
「
協
働
」
に
つ
い
て
み

て
い
き
ま
す
。

公共
行政が担う
べきもの

行政が担う
べきもの

住民が担う
べきもの

「協動」で「協動」で
担う領域担う領域

新しい公共空間

「協動」で
担う領域

暮らしの
ガイド

町税条例の一部が改正されました

地方税法の一部が改正されたことに伴い、
京丹波町税条例の一部が次のとおり改正されました。
（今年度の住民税から適用しています。）

■個人住民税
次の人には、均等割および所得割がかかりません。

○生活保護法の規定による生活扶助を受けている人

○障害者・未成年者・寡婦・寡夫であって、前年中の合計所得

金額が１２５万円以下の人

次の人には、均等割がかかりません。

○控除対象配偶者または扶養親族がない人で、前年中の合計

所得金額が２８万円以下の人

○控除対象配偶者または扶養親族がある人で、前年中の合計

所得金額が次の算式で求めた額以下の人

　　⇒２８万円×（本人＋控除対象配偶者＋扶養親族）

　　　　＋１６万８，０００円

次の人には、所得割がかかりません。

○控除対象配偶者または扶養親族がない人で、前年中の合計

所得金額が３５万円以下の人

○控除対象配偶者または扶養親族がある人で、前年中の合計

所得金額が次の算式で求めた額以下の人

　⇒３５万円×（本人＋控除対象配偶者＋扶養親族）＋３２万円

■既存住宅耐震改修に伴う固定資産税の
　軽減措置が創設されました
　既存住宅で現行の耐震基準に適合した改修工事を行うと、改

修後一定期間その住宅の固定資産税が２分の１に減額される制

度が創設されました。要件は次のとおり。

○昭和５７年１月１日以前から存している住宅であること。

○ 現行の耐震基準（昭和５６年６月１日施行）に適合した改修工

事であること。

○改修工事費が１戸あたり３０万円以上であること。

減額は、改修工事が完了した年の翌年分から実施されますが、工

事完了時期に対応する減額です。

○平成１８年１月１日～平成２１年１２月３１日までに改修した場合

⇒３年度分

○平成２２年１月１日～平成２４年１２月３１日までに改修した場合

⇒２年度分

○ 平成２５年１月１日～平成２７年１２月３１日までに改修した場合

⇒１年度分
※住宅１戸あたり１２０m2相当分までが減額の対象になります。政令に基
づく耐震基準を満たしている証明書の添付が必要です。（完了後３カ
月以内の申告が必要）

問い合わせ先／税務課　電話８２－３８０２

税務課窓口

このコーナーは、町
営バスの利用実態を
皆さんにご理解いた
だくため、毎月、１カ
月間の路線ごとの町
営バス利用状況をお
知らせしています。

 
路線名

  利用者数（人）
   一般 生徒学生など 計

６月の町営バス利用者数

イ
コ
ー
ル

［これまでの公共空間］ ［これからの公共空間］

か か

丹 波 和 知 線

丹 波 桧 山 線

高 原 下 山 線

竹 野 線

小 野 鎌 谷 線

猪 鼻 戸 津 川 線

質 美 線

仏 主 線

長 瀬 線

才 原 大 簾 線

上 乙 見 線

合 計

747（＋ 83）

73（＋ 21）

226（＋ 64）

66（＋ 16）

388（－ 37）

296（－ 44）

722（－ 62）

457（＋ 24）

528（＋ 19）

208（＋ 62）

51（＋ 12）

3,762（＋158）

（＋　575）

（＋　298）

（＋　489）

（±  　　0）

（＋　181）

（＋　163）

（＋　297）

（＋  　52）

（＋  　56）

（＋　156）

（＋　186）

（＋2,453）

4,030

2,598

3,126

0

1,050

775

1,861

812

776

2,396

2,106

19,530

4,777

2,671

3,352

66

1,438

1,071

2,583

1,269

1,304

2,604

2,157

23,292

（＋　658）

（＋　319）

（＋　553）

（＋  　16）

（＋　144）

（＋　119）

（＋　235）

（＋  　76）

（＋  　75）

（＋　218）

（＋　198）

（＋2,611）
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黒
豆
学
校
が
開
校

今
年
度
の
「
黒
豆
学
校
」
が
六

月
十
日
、
丹
波
食
彩
の
工
房
（
高
岡
）

で
開
校
し
、
町
内
を
は
じ
め
京
都
市
や

大
阪
市
か
ら
家
族
連
れ
な
ど
約
四
十
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

黒
豆
学
校
は
、
都
市
住
民
に
こ
の
地
域
の
名
産
「
丹
波
黒
」

の
栽
培
や
黒
豆
の
み
そ
作
り
な
ど
の
体
験
を
し
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
地
元
農
家
と
の
交
流
や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
四
年
前
か
ら
実
施
。
今
年
度
は
二
十
八
区
画
に

申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
の
午
前
中
に
同
工
房
近
く
の
若
竹
セ
ン
タ
ー
（
高
岡
）
で
行
っ
た
開
校
式
で
は
、
地
元
農

家
で
同
事
業
の
講
師
を
務
め
る
山
田
元
さ
ん
が
、
栽
培
法
や
良
い
黒
豆
を
作
る
コ
ツ
な
ど
を
説
明
。

午
後
か
ら
参
加
者
は
、
山
田
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
実
際
に
農
場
へ
出
て
種
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
丹
波
黒
大
豆
の
在
来
品
種
「
丹
波
黒
」
を
基
に
品
種
改
良
さ
れ
た
「
新
丹
波
黒
」
を

ひ
と
粒
ひ
と
粒
て
い
ね
い
に
植
え
、
す
べ
て
植
え
終
わ
る
と
、
汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
達
成
感
の
あ
る

笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。
今
後
、
参
加
者
は
来
年
二
月
ま
で
栽
培
、
収
穫
、
黒
豆
の
み
そ
作
り

な
ど
を
体
験
す
る
予
定
で
す
。

が
ん
ば
れ
操
法
選
手

八
月
六
日
、
府
立
丹

波
自
然
運
動
公
園
で
行

わ
れ
る
「
第
十
九
回
京

都
府
消
防
操
法
大
会
」（
京

都
府
・
財
団
法
人
京
都

府
消
防
協
会
主
催
）
に

向
け
、
丹
波
・
瑞
穂
・

和
知
の
各
支
団
の
出
場

選
手
た
ち
が
、
熱
の
こ

も
っ
た
訓
練
に
励
ん
で

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

出
場
選
手
は
次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

■
丹
波
支
団
（
小
型
ポ
ン
プ
の
部
）

指
揮
者
／
一
瀬
進
一
郎
（
蒲
生
野
）

一
番
員
／
岩
崎
祐
樹
（
蒲
生
野
）

二
番
員
／
樹
山
哲
也
（
上
野
）

三
番
員
／
山
西
義
幸
（
上
野
）

■
瑞
穂
支
団
（
小
型
ポ
ン
プ
の
部
）

指
揮
者
／
細
川
智
則
（
鎌
谷
下
）

一
番
員
／
山
田
友
裕
（
東
又
）

二
番
員
／
山
田
喜
彦
（
東
又
）

三
番
員
／
太
野
勉
（
東
又
）

■
和
知
支
団
（
小
型
ポ
ン
プ
の
部
）

指
揮
者
／
出
野
文
隆
（
大
倉
）

一
番
員
／
山
下
貴
典
（
篠
原
）

二
番
員
／
田
畑
昭
彦
（
市
場
）

三
番
員
／
井
爪
啓
之
（
西
河
内
）

稲
作
の
省
力
化
へ

直
播
栽
培
を
実
験

京
丹
波
町
農
業
技
術
者
会
の
瑞
穂
地
域
部
会
が
五
月

二
十
二
日
、
田
ん
ぼ
に
直
接
、
種
も
み
を
ま
く
「
直
播
」

に
よ
る
栽
培
実
験
を
瑞
穂
地
区
井
尻
地
内
の
ほ
場
で
実

施
。
府
や
農
協
、
町
な
ど
の
関
係
者
十
人
が
見
守
る
中
、

作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

直
播
栽
培
は
、
酸
素
供
給
剤
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ

た
特
殊
な
種
も
み
を
、
農
機
を
使
っ
て
田
ん
ぼ
に
深
さ

一
セ
ン
チ
ほ
ど
打
ち
込
む
も
の
で
、
苗
を
植
え
る
よ
り

も
労
力
が
か
か
ら
ず
、
育
苗
の
コ
ス
ト
も
削
減
で
き
る

た
め
、
農
地
の
荒
廃
防
止
の
観
点
か
ら
も
京
都
府
が
推

奨
。
口
丹
波
で
も
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

同
技
術
者
会
で
は
今
後
、
秋
に
収
量
な
ど
の
デ
ー
タ

を
分
析
し
、
直
播
栽
培
の
導
入
や
普
及
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

更
生
保
護
女
性
会
が
発
足

六
月
二
十
一
日
、
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
豊
田
）
で
「
京
丹

波
町
更
生
保
護
女
性
会
」
の
設
立
総
会
が
行
わ
れ
、
会
員
ら
約
五

十
人
が
出
席
。
会
則
を
は
じ
め
、
更
生
保
護
事
業
に
関
す
る
啓
発

活
動
や
青
少
年
の
健
全
育
成
事
業
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
今
年
度
の

事
業
計
画
、
役
員
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

会
長
／
坂
本
國
子
（
豊
田
）

副
会
長
／
奥
て
る
の
（
橋
爪
）
▼
片
山
雅
子
（
大
簾
）

理
事
／
船
越
幸
子
（
口
八
田
）
▼
森
下
信
枝
（
和
田
）
▼
片
山
和
子
（
出
野
）

監
事
／
和
久
田
治
野
（
須
知
）
▼
竹
野
美
都
子
（
質
美
）

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で

世
代
間
交
流
広
が
る

町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
前
田
実
会
長
、
八
田
）
の
会
員
が
町
内
の
小

学
生
た
ち
と
交
流
す
る
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
た
ふ
れ
あ
い
事
業
」
が

六
月
十
九
日
、
下
山
小
（
由
良
賀
代
子
校
長
、
児
童
数
八
十
一
人
）
で
行

わ
れ
、
高
学
年
の
児
童
三
十
九
人
が
お
年
寄
り
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し

み
ま
し
た
。

こ
の
日
の
教
室
で
は
、
児
童
と
同
協
会
の
会
員
が
四
つ
の
コ
ー
ト
に
分

か
れ
て
プ
レ
ー
。
お
年
寄
り
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
に
競
技
の
ル
ー
ル
や

ボ
ー
ル
の
打
ち
方
を
指
導
し
、
子
ど
も
た
ち
の
打
っ
た
ボ
ー
ル
が
ゲ
ー
ト

を
通
過
す
る
と
、
い
っ
し
ょ
に
手
を
た
た
い
て
喜
び
合
う
な
ど
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
旧
丹
波
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
が
世
代
間
交
流
な
ど
を
目

的
に
行
っ
て
い
た
も
の
で
、
合
併
後
発
足
し
た
同
協
会
が
引
き
継
い
で
実

施
。
六
月
九
日
の
三
ノ
宮
小
で
の
教
室
を
皮
切
り
に
現
在
、
各
小
学
校
を

巡
回
中
で
、
七
月
中
に
は
、
町
内
の
全
小
学
校
を
回
り
終
え
る
予
定
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
交
流

瑞
穂
地
区
の
四
つ
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
桧
山
わ
い
わ
い

ク
ラ
ブ
、
梅
田
元
気
村
、
三
ノ
宮
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
、
質
美
か
が
や
き
）

の
連
絡
組
織
「
瑞
穂
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
推
進
連
絡
会
」（
一
瀬

誠
会
長
、
質
美
）
が
六
月
一
日
、
二
日
の
二
日
間
、
第
一
回
瑞
穂
地
区
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
を
開
催
。
各
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
会
員
ら

十
七
チ
ー
ム
約
百
五
十
人
が
白
熱
し
た
試
合
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
同
会
が
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
普
及
と
会
員

拡
充
、
各
ク
ラ
ブ
間
の
連
携
と
会
員
相
互
の
親
睦
交
流
な
ど
を
目
的
に
初

め
て
開
催
。
参
加
し
た
各
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
会
員
ら
は
、
日
ご
ろ
の
練

習
成
果
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
声
援
や
歓
声
が
響
く
中
、
懸
命
に
ボ
ー

ル
を
追
い
か
け
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

質
志
鐘
乳
洞
公
園
協
力
会
が

府
観
光
連
盟
か
ら
表
彰

地
元
区
民
ら
で
つ
く
る
質
志
鐘
乳
洞
公
園
協
力
会
（
高
岸
重
由

会
長
、
質
志
）
が
こ
の
ほ
ど
、
京
都
府
観
光
連
盟
の
観
光
関
連
事

業
功
労
者
表
彰
を
受
賞
。
平
成
五
年
八
月
の
開
園
以
来
、
京
都
府

指
定
天
然
記
念
物
で
あ
る
鍾
乳
洞
の
自
然
造
形
保
存
や
園
内
の
美

化
・
環
境
整
備
に
会
員
が
一
致
団
結
し
て
努
め
、
町
内
外
の
観
光

客
に
愛
さ
れ
る
施
設
運
営
を
進
め
て
き
た
功
績
が
認
め
ら
れ
て
の

受
賞
で
す
。

高
岸
重
由
会
長
は
「
歴
代
会
長
を
は
じ
め
会
員
み
ん
な
が
協
力

し
て
、
よ
り
よ
い
施
設
の
運
営
に
力
を
注
い
で
き
た
賜
物
。
今
回

の
受
賞
を
励
み
に
、

今
後
も
多
く
の
お
客

様
か
ら
愛
さ
れ
る
観

光
地
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

奥
井
勝
さ
ん
（
鎌
谷
奥
）
と

田
中
ま
さ
子
さ
ん
（
戸
津
川
）

が
こ
の
ほ
ど
、
府
内
の
戦
傷
病

者
、
戦
没
者
遺
族
、
旧
軍
人
等

援
護
な
ど
の
援
護
関
係
団
体
表

彰
に
お
い
て
知
事
表
彰
を
受
賞
。

永
年
に
わ
た
り
京
都
府
軍
恩
連

盟
の
役
員
と
し
て
活
動
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ
て
の
表
彰
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

知
事
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ゲートボール協会の会員にコツを教わる児童たち（下山グラウンド）熱戦を繰り広げる会員たち
（グリーンランドみずほ内B&G海洋センターアリーナ）

種まきを行う参加者（丹波食彩の工房の前の農場。高岡地内）あいさつをする坂本会長（町生涯学習センター）

訓練に取り組む和知支団の出場選手（下粟野グラウンド）

直播作業を見守る関係者（井尻地内）

ち
ょ
く
は
ん

表彰状を手にする高岸会
長（質志鐘乳洞公園）

た
ま
も
の

奥井勝さん 田中まさ子さん
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約
一
カ
月
間
に
わ
た
り
、
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
ド
イ
ツ
大
会
が
開
か
れ
、
盛
り

上
が
り
を
み
せ
た
。
日
本
代
表
は
残
念
な
が

ら
予
選
リ
ー
グ
で
敗
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
世

界
の
一
流
選
手
の
プ
レ
ー
に
、
毎
晩
寝
不
足

に
な
っ
た
人
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
▼
近
ご
ろ
、
昆
虫
や
鳥
な
ど
生
物
に

興
味
が
あ
る
わ
が
娘
。
休
日
に
は
、
そ
ん
な

娘
を
連
れ
て
田
ん
ぼ
で
、
お
た
ま
じ
ゃ
く
し

を
と
っ
た
り
、
夜
に
は
ホ
タ
ル
を
見
に
出
か

け
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。「
オ
タ

マ
ジ
ャ
ク
シ
は
、
い
つ
カ
エ
ル
に
な
る
の
？
」

と
娘
に
聞
か
れ
、
家
で
は
ち
ょ
っ
と
し
た
理

科
の
学
習
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
ホ
タ
ル
の

光
に
喜
ぶ
娘
を
見
な
が
ら
、
一
歩
外
に
出
る

だ
け
で
色
ん
な
生
物
を
目
に
す
る
こ
と
の
で

き
る
わ
が
町
の
自
然
環
境
の
す
ば
ら
し
さ
を

感
じ
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
だ
。

（
Ｙ
）

編
集
後
記

人口 17,745 (－13）
男 

8,432 （－14）
女 

9,313 （＋ 1）
世帯数 6,510 （＋ 3）

わたしたちの町

7月1日現在／（　）は前月比

丹波高原につつまれ 人の交流・連携で築く ぬくもりと躍動のあるまち

夏本番！
待ちに待ったプール開きに大はしゃぎ。夏には
やはり、子どもたちのあどけない笑顔がよく似
合います。（写真は和知小学校）

「
オ
ー
ナ
ー
の
皆
さ
ん
の
喜
ぶ
顔
が
何
よ
り
も
励

み
に
な
り
ま
す
」
と
話
す
の
は
、「
黒
豆
学
校
」
の
講

師
・
山
田
元
さ
ん
だ
。

「
黒
豆
学
校
」
は
、
都
市
住
民
と
地
元
農
家
と
の
交

流
や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
産
農

作
物
の
二
次
製
品
加
工
な
ど
を
行
う
「
丹
波
食
彩
の

工
房
」
へ
の
集
客
な
ど
を
目
的
に
、
旧
丹
波
町
で
四

年
前
に
始
ま
っ
た
。（
十
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

今
年
度
の
黒
豆
学
校
に
は
、
町
内
を
は
じ
め
京
都

市
、
大
阪
市
な
ど
か
ら
二
十
八
の
家
族
が
入
校
。
約

七
割
が
二
回
目
、
三
回
目
の
参
加
と
い
う
リ
ピ
ー
タ

ー
だ
。
参
加
者
た
ち
は
区
分
け
さ
れ
た
ほ
場
の
オ
ー

ナ
ー
と
し
て
、
秋
の
収
穫
ま
で
、
間
引
き
や
土
寄
せ
、

除
草
、
害
虫
駆
除
な
ど
の
農
作
業
に
取
り
組
み
、
収

穫
後
は
、
獲
れ
た
黒
大
豆
を
使
っ
た
み
そ
作
り
や
豆

腐
作
り
な
ど
を
体
験
し
て
い
く
。

山
田
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
人
生
は
ま
さ
に
農
業

一
筋
。
黒
大
豆
栽
培
歴
も
十
八
年
の
経
験
を
持
つ
。

こ
う
し
た
豊
か
な
経
験
と
食
彩
の
工
房
近
く
に
、
ほ

場
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
昨
年
度

か
ら
黒
豆
学
校
の
講
師
を
務
め
て
い
る
。

「
町
内
に
は
黒
豆
作
り
の
名
人
が
た
く
さ
ん
い
ら

っ
し
ゃ
る
中
、
わ
た
し
が
栽
培
指
導
を
す
る
の
は
、

大
そ
れ
た
こ
と
で
す
が
」
と
謙
虚
に
話
す
山
田
さ
ん
。

「
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
良
い
黒
豆
を
栽
培
で
き
る
よ

う
に
お
手
伝
い
す
る
の
が
わ
た
し
の
役
目
。
自
分
の

力
で
丹
精
込
め
て
育
て
た
作
物
を
食
す
る
よ
ろ
こ
び

や
、
農
業
の
す
ば
ら
し
さ
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
い
た

い
で
す
ね
」
と
穏
や
か
な
表
情
で
話
し
て
く
れ
た
。

地
元
の
人
や
黒
豆
学
校
の
参
加
者
か
ら
は
「
ガ
ン
さ

ん
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
山
田
さ
ん
の
親
切

で
、
て
い
ね
い
な
指
導
ぶ
り
は
参
加
者
に
も
大
人
気

だ
。「

京
丹
波
町
は
黒
豆
の
名
産
地
。
と
に
か
く
オ
ー

ナ
ー
の
皆
さ
ん
に
、
存
分
に
黒
豆
作
り
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
輪
を
広
げ
、
都
会
に
住

む
人
た
ち
に
『
黒
豆
の
ま
ち
・
京
丹
波
町
』
を
発
信

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
山
田
さ
ん
。「
黒
豆
学
校

を
通
じ
て
、
ま
ち
の
活
性
化
の
お
役
に
立
て
れ
ば
」

と
、
順
調
に
育
っ
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
た
ち
の
苗
に
、

あ
た
た
か
い
ま
な
ざ
し
を
向
け
な
が
ら
話
を
締
め
く

く
っ
た
。

黒豆学校を通じて
京丹波のすばらしさ伝えたい
黒豆学校・講師 山田 元さん（６９歳）　高岡
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